
ウルトラファインバブル生成装置

ナノフラックス

※ ほぼ原寸大
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■ ウルトラファインバブルってなに？

ファインバブルと呼ばれる直径100μm（0.1mm）以下の泡の中で、

最も小さい1μm未満の泡を指します。ナノバブルとも呼ばれています。

※1μm（マイクロメートル）＝1mmの1000分の1

1nm（ナノメートル）＝1μmの1000分の1

また、ファインバブルには様々な物理的特徴があります。

活用の幅が大きく広がりつつあるのが、液中に長く留まることを活かした

「気体封入効果」です。気泡の中に目的に応じた気体を封入することで、

ファインバブルに更なる機能を付加することができます。

従来から知られている効果の増強や持続性の向上を高める可能性があります。

出典：ファインバブル活用事例集（経済産業省九州経済産業局）



■ いつ発見されたの？

ファインバブルの産業応用は、1999年に徳山工業高等専門学校の大成博文教授に
よってカキ養殖の水質改善を目的として行われたのが最初といわれています。

広島県江田島湾のカキ養殖場でマイクロメートルサイズの泡を水中に発生させたと
ころ、溶存酸素量が増え、カキの生育促進にもつながり、その後北海道噴火湾のホ
タテ養殖や三重県英虞湾の真珠養殖においても効果が確認されました。

ファインバブルの応用技術については、日本が世界に先駆けて発展を遂げており

その理由として

「日本の創意工夫の風土が数々の発生方式を生み出した。また、従来測定ができな
いために技術開発の障害となっていたウルトラファインバブルの測定法を日本が世
界で初めて開発に成功したことから、現在は世界に普及する立場にある」

（ファインバブル産業会ヒアリングより）

といわれ、発生機械の製造のみならず、ウルトラファインバブル測定の面から業界
のルール化整備に寄与した点が市場の主導的立場を築いたと考えられます。

出所：農林水産省

出典：ファインバブル活用事例集（経済産業省九州経済産業局）



■ 具体的にどう利用されているの？

出典：ファインバブル活用事例集（経済産業省九州経済産業局）

近年、身近なところではシャワーヘッドや洗濯機などで使用されています。

ウルトラファインバブルは目に見えないほどの細かい泡のため、従来の水では落
としきれない汚れなども落ちやすくなります。

【シャワーヘッド】

毛穴よりも小さい泡が

毛穴の内部まで入り込む。

【洗濯機】

洗濯機は繊維よりも小さい泡が

繊維の内部まで入り込む。

また、右の図のように

様々な場面で活用されています。

実は私たちが知らないだけで

生活の一部として馴染んでいる

のかもしれません。



第三者機関にて、さわらの刺身の処理一週間後の一般生菌数の確認を行いました。

※一般生菌数とは、ある一定条件下で発育する中温性好気性生菌数を意味し、

食品の微生物汚染の程度を示す最も代表的な指標です。

分析結果（一般生細菌数）

→ 73万個

分析結果（一般生細菌数）

→ 190万個

分析結果（一般生細菌数）

→ 1,000万個

出典：（株）静環検査センター 生活衛生ニュース 2014年2月発行 vol.1 / No.2

出典：株式会社東邦微生物病研究所 「一般生菌数の概念数」

未処理の場合

次亜塩素酸の場合

UFB水の場合



■ さいごに

こんなにすごいのになかなか普及が広まっていない理由としては

「コスト」「処理施設の大きさや工事が大変」「形成にかかる時間」などがあげられます。

しかし、今回我々が紹介するNano Flux(ナノフラックス)は、

・大きさ → 長さ240mm

・工事 → 水道配管の元栓側に取り付けるだけ

・形成にかかる時間 → 水が通ればすぐに使える（電気代などはかかりません）

と、いった製品です。また、20Aや30Aへの変換も可能な業務用ナノフラックス

「ナノフラックス プロ」もあります。（受注生産品）

【発生条件】

ウルトラファインバブルを発生させるために

必要な1分あたりの水量は10ℓ（13A、20A、30A）

また、最大値は1分あたり22ℓ（13A）、24ℓ（20A、30A）

【素材】

塩ビ、ポリプロピレン 他

【圧力、圧力損失、耐圧など】

※現在確認中です

製品に関する詳細や見積もりを希望の場合ご連絡をお願いします。

WEB会議などでのご説明も可能です。

設置例

口径 供給水量 必要給水圧 圧力損失 耐圧

F-7（ナノフラックス） 13A 22ℓ/分 3キロ圧 15% 8キロ圧

PF-７（プロフラックス） 30A ※ ー 3キロ圧 15% 8キロ圧
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